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㈱
田
中
冷
却
器
製
作
所

代
表
取
締
役

田　

中　

榮　

一

（
昭
11
・
Ａ
卒
）

関
西
工
芸
会 

会
長

藤　

𠩤　

髙　

遠

（
昭
27
・
Ｍ
卒
）

中
京
工
芸
会 

会
長

下
山
田　

信
一
郎

（
昭
23
・
Ｍ
卒
）

築
地
工
芸
会
支
部

関
西
工
芸
会

築
地
工
芸
会
支
部

中
京
工
芸
会

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
慣
れ
な
い

こ
と
が
多
く
皆
様
に
多
々
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
は
新
会
長
が
新
し
い
築
地
工
芸
会
を

創
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
が
、

ご
苦
労
も
多
々
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
新
会
長
さ
ん
に
、
私
に
も
増
す
ご
協

力
を
頂
け
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
昭
35
年
Ｄ
卒
）

▼
平
成
24
年
度
の
総
会
は
5
月
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
総
会
は
、
5
月
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
日
時
・
会

場
・
催
し
物
・
懇
親
会
等
を
企
画
中
で
す
。

詳
細
は
4
月
発
行
の
「
こ
う
げ
い
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
皆
で
総
会
に
出
席
し
ま
し
ょ
う
！

　

総
会
へ
の
出
席
を
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
呼

び
掛
け
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
様
で
出

席
し
て
下
さ
い
。
同
時
に
ク
ラ
ス
会
を
開

催
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

様
に
会
長
を
引
き
継
い
で
頂
き
ま
し
た
。

 

私
が
会
長
を
お
引
き
受
け
し
て
間
も
な
く
、

今
ま
で
築
地
工
芸
会
の
全
て
を
背
負
っ
て
こ

ら
れ
た
津
久
井
先
生
が
ご
病
気
に
な
ら
れ
、

い
ろ
い
ろ
と
お
教
え
頂
く
間
も
な
く
、
入
院

さ
れ
て
し
ま
い
途
方
に
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
歴
史
あ
る
築
地
工
芸
会
を
何
と
か
存
続

さ
せ
よ
う
と
無
我
夢
中
で
理
事
会
を
開
催

し
、
会
報
を
発
行
し
て
参
り
ま
し
た
。
何
と

か
そ
れ
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
偏
に
理
事
の

方
々
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
厚

●
退
任
の
ご
挨
拶

前
会
長　

荒
井　

拓
哉

　

日
本
中
が
大
変
な
被
害
を
受
け
た
年
が
行

き
、新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
が
良
い
こ
と
の
多
い
年
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

一
昨
年
、
前
会
長
の
大
沼
正
道
様
か
ら
会

長
の
重
責
を
引
き
継
ぎ
、
あ
っ
と
言
う
間
に

2
年
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、

理
事
会
の
承
認
を
得
て
、
Ｍ
科
の
細
江
邦
雄

な
っ
て
き
ま
し
た
津
久
井
前
事
務
局
長
さ
ん

に
、
お
見
舞
い
を
か
ね
て
ご
報
告
を
し
て
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
津
久
井
さ
ん
の
体
調
も

良
く
面
会
が
で
き
て
、
会
長
就
任
の
件
等
を

報
告
が
て
ら
今
後
の
築
地
工
芸
会
の
こ
と
を

話
し
て
き
ま
し
た
。
津
久
井
さ
ん
か
ら
は
、

前
会
長
荒
井
氏
と
元
会
長
の
Ｍ
科
中
山
氏
と

協
力
し
て
、
工
芸
会
を
よ
り
良
い
方
向
へ
し

っ
か
り
と
運
用
し
て
く
れ
る
様
云
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
前
会
長
が
新
し
く
組
み
上
げ
て

き
た
シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
つ
つ
、
よ
り
充
実

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

大
震
災
の
後
の
経
済
状
況
が
不
確
定
だ
け

に
、
新
た
な
問
題
も
生
じ
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
今
後
も
会
員
各
位
・
役
員
さ
ま
の

協
力
を
え
な
が
ら
、
築
地
工
芸
会
の
継
続
と

発
展
の
た
め
に
私
な
り
に
で
き
る
限
り
努
力

す
る
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

（
昭
41
年
Ｍ
卒
）

●
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

新
会
長　

細
江　

邦
雄

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

会
員
各
位
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
と
も
昨
年

の
大
震
災
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
次
期
担

当
の
Ｍ
科
か
ら
指
名
さ
れ
、
会
長
を
引
き
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て

は
、
理
事
就
任
以
来
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に

誠
実　

元
気

信
愛　

規
律
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㈱
工
画
堂
ス
タ
ジ
オ 

名
誉
会
長

谷　
　
　

欣　

伍

（
昭
20
・
Ｐ
卒
）

㈱
た
き
工
房　

㈱
日
本
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ォ
ト

㈱
ワ
ー
ク
ア
ッ
プ
た
き　

㈱
イ
ン
パ
ク
ト
た
き

㈱
タ
ク
ト  

㈱
オ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン　

㈱
ブ
ラ
ン

㈱
た
き
Ｃ
１　

㈱
た
き
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

滝　

澤　

方　

美

（
昭
29
・
Ｄ
卒
）

㈲
砂
口
製
作
所 

代
表
取
締
役

砂　

口　

政　

範

（
昭
30
・
Ｍ
卒
）

㈱
フ
ォ
レ
ス
ト 

代
表
取
締
役

会
長茂　

木　

益　

雄

（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

㈲
中
村
印
刷
所 

代
表
取
締
役

中　

村　

輝　

雄

（
昭
38
・
Ｐ
卒
）

築
地
工
芸
会 

監
事

鈴　

木　

慶　

一

（
昭
27
・
Ｆ
卒
）

頌　春　　2012・1・1

撮影・神山隆夫（昭43・A卒）

中
山
・
保
立
特
許
事
務
所  

弁
理
士

中　

山　
　
　

清

（
昭
33
・
Ｍ
卒
）

㈱
ソ
フ
ケ
ン  

代
表
取
締
役

駒　

村　

武　

夫

（
昭
40
・
Ｄ
卒
）

㈱
シ
グ
ナ
ム 

相
談
役

大　

鳥　

身　

吉

（
昭
29
・
Ｍ
卒
）

バ
キ
ュ
ー
ム
モ
ー
ル
ド
工
業
㈱

代
表
取
締
役
会
長

北　

澤　
　
　

隆

（
昭
33
・
Ｆ
卒
）

築
地
工
芸
会 

会
長

㈲
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ム

代
表
取
締
役

細　

江　

邦　

雄

（
昭
41
・
Ｍ
卒
）

 

中
田
製
作
所

築
地
工
芸
会 

監
事

中　

田　
　
　

実

（
昭
29
・
Ｍ
卒
）

築
地
工
芸
会 

理
事

荒　

井　

拓　

哉

（
昭
35
・
Ｄ
卒
）

㈱
マ
ツ
キ 

代
表
取
締
役

鈴　

木　

輝　

彦

（
昭
41
・
Ｍ
卒
）

オ
ー
エ
ヌ
オ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

大　

野　

慶　

一

（
昭
29
・
Ｄ
卒
）

㈱
新　
　

上  

取
締
役
会
長

曽
我
部　
　
　

上

（
昭
30
・
Ａ
卒
）

石
原
エ
デ
ィ
タ
ー
事
務
所

石　

原　

義　

久

（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

中
京
工
芸
会 

事
務
局

五
反
田　
　
　

稔

（
昭
35
・
Ｍ
卒
）

㈲
東
新
幸
社  

代
表
取
締
役

井　

上　

正　

治

（
昭
42
・
Ａ
卒
）
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佐
藤　

浩
久（
昭
56
）

Ｆ
＝
Ｉ（
イ
ン
テ
リ
ア
科
）

森
谷　

延
周（
昭
32
）、工
藤　

精
一（
昭
36
）

加
藤　

博
巳（
昭
39
）、関　
　

公
宇（
昭
39
）

斉
藤　

太
郎（
昭
57
）

Ｐ
＝
Ｇ（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ツ
科
）

虎
谷　

豊
二（
昭
14
）、谷　
　

欣
伍（
昭
20
）

加
藤　

昭
二（
昭
21
）、建
入　

泰
治（
昭
29
）

茂
木　

益
雄（
昭
30
）、丸
田
順
一
郎（
昭
43
）

大
澤　

正
則（
昭
59
）、高
橋　

政
美（
昭
60
）

Ｄ（
デ
ザ
イ
ン
科
）

大
野　

慶
一（
昭
29
）、安
藤　

良
子（
昭
34
）

荒
井　

拓
哉（
昭
35
）、岩
井　

昌
代（
昭
39
）

清
水　

和
男（
昭
40
）、中
山
れ
い
こ（
昭
41
）

福
田　

哲
夫（
昭
42
）、清
水　

一
忠（
昭
47
）

久
世　

佳
史（
昭
62
）

地
方
支
部

下
山
田
信
一
郎（
昭
23
Ｍ
）　

中
京
支
部

藤
原　

高
遠（
昭
27
Ｍ
）　

関
西
支
部

監　

事

鈴
木　

慶
一（
昭
27
Ｆ
）

中
田　
　

実（
昭
29
Ｍ
）

◆
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
当
た
り

ま
す
。
当
番
科
は
Ｄ
科
か
ら
Ｍ
科
と
な
り
、

昨
年
11
月
10
日
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
（
任
期
2
年
）。

　

な
お
、
今
後
、
各
科
同
窓
会
か
ら
新
た
に

理
事
の
推
薦
が
あ
る
場
合
は
、
理
事
会
の
承

認
を
得
た
う
え
で
、
会
報
「
こ
う
げ
い
」
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

平
成
24
・
25
年
度
役
員（
敬
称
略
）

会　

長

細
江　

邦
雄（
Ｍ
科
・
昭
41
）

副
会
長

高
木　
　

實（
Ａ
科
・
昭
48
）

飯
田　

直
弘（
Ｍ
科
・
昭
49
）

中
丸　
　

啓（
Ｆ
＝
Ｉ
科
・
昭
30
）

石
原　

義
久（
Ｐ
＝
Ｇ
科
・
昭
30
）

梶　
　

広
幸（
Ｄ
科
・
昭
44
）

理　

事

Ａ（
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
科
）

安
原　

敏
郎（
昭
18
）、久
米　

清
司（
昭
27
）

曽
我
部　

上（
昭
30
）、大
沼　

正
道（
昭
33
）

杉
本　
　

勉（
昭
36
）、井
上　

正
治（
昭
42
）

神
山　

隆
夫（
昭
43
）、堀
越　

敏
晴（
昭
43
）

大
沼　

千
尋（
昭
45
）、石
井　

正
美（
昭
54
）

高
木
家
守
子（
昭
54
）

Ｍ（
マ
シ
ン
ク
ラ
フ
ト
科
）

青
柳　
　

宏（
昭
23
）、大
鳥　

身
吉（
昭
29
）

落
合　
　

忠（
昭
33
）、中
山　
　

清（
昭
33
）

松
井　

辰
弘（
昭
34
）、神
戸　

道
夫（
昭
36
）

脇
嶋　

邦
雄（
昭
36
）、鈴
木　

輝
彦（
昭
41
）

◎
一
般
寄
付
・
ご
芳
名

　

昨
年
八
月
一
日
以
降
、
十
二
月
十
三
日
現

在
、
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
は

次
の
通
り
で
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

佐
藤
勇
、
遠
藤
昇
、
田
中
稔
、
服
部
功
、

栃
木
靖
男
、
山
賀
多
三
男
、
湯
沢
宋
江
、
中

代
源
次
郎
、
後
藤
新
太
郎
、
佐
未
貫
義
、
原

典
生
、
岡
田
進
治
、
鈴
木
保
正
、
長
壁
洋
、

西
田
篤
生
、
浅
井
将
治
、
仲
村
敏
、
西
木
誠

一
、
時
田
桂
代
、
関
根
伸
司
、
山
田
一
彦
、

恩
田
隆
志
、
今
野
健
三
、
矢
ヶ
崎
敏
和
、
酒

井
寛
、
鈴
木
三
郎
、
浅
岡
忠
彦
、
水
溜
紫
乃
、

野
本
能
義
、
小
野
塚
均
、
田
代
友
隆
、
牧
野

昇
、
鈴
木
輝
夫
、
東
瀬
野
武
雄
、
丸
山
士
郎
、

桂
盛
仁
、
池
田
修
一
、
深
野
俊
樹
、
橘
正
春
、

松
下
治
正
、
江
澤
信
吾
、
森
脇
梢
、
高
井
芳

雄
、
平
野
佐
和
子
、
湯
本
憲
司
、
福
本
信
也
、

山
根
あ
お
い
、
山
田
幸
継
、
大
森
昭
二

　

平
成
23
年
度
累
計

 

四
一
三
、
一
〇
〇
円

　　　　　あけましておめでとうございます　　2012・1・1

関
西
工
芸
会 

事
務
局

丸　

山　

士　

郎

（
昭
43
・
Ａ
卒
）

築
地
工
芸
会 

副
会
長

梶　
　
　

広　

幸

（
昭
44
・
Ｄ
卒
）

㈱
タ
カ
ギ
彫
金
工
芸

代
表
取
締
役

高　

木　
　
　

實

（
昭
48
・
Ａ
卒
）

昭
和
17
年
第
二
本
科
卒

有

志

一

同

 

昭
和
29
年
定
時
制
Ｍ
科
卒

ク
ラ
ス
会
一
同

 

◆
お
知
ら
せ

1
．
平
成
24
年
の
新
年
会
は
お
休
み
で
す
。

2 

．
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、
今
号

か
ら
会
報
の
サ
イ
ズ
を
Ａ
4
判
に
し
、
文

字
を
大
き
く
し
て
、
読
み
易
さ
を
図
り
ま

し
た
。

「
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。」

＊ 

皆
様
の
個
展
・
展
覧
会
出
品
・
受
賞
、
新

聞
で
紹
介
さ
れ
た
等
、
ご
活
躍
の
様
子
を

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
写
真
、
案
内
状

等
も
で
き
る
だ
け
ご
提
供
下
さ
い
。

＊
ク
ラ
ス
会
の
様
子
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

● 

締
切
：
原
則
と
し
て
、
２
月
末
、
７
月

末
、
10
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

郵
送
先
：
築
地
工
芸
会
（
工
芸
高
校
の
住
所
）

　

メ
ー
ル
送
付
先
：taquya@

nifty.com

事
務
局
よ
り
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三
木
氏
や
声
の
出
演
者
も
会
場
に
駆
け
付

け
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
人
形
達
が
観
客
の
間

を
回
り
、
大
ホ
ー
ル
は
感
動
の
拍
手
が
い
つ

ま
で
も
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

川
本
喜
八
郎
氏
（
昭
16
・
Ｆ
卒
）

�

追
悼
公
演
行
わ
れ
る

　

平
成
22
年
8
月
に
突
然
お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
人
形
美
術
家
、
川
本
喜
八
郎
氏
の
追
悼

公
演
「
大
型
人
形
劇
・
三
国
志
」
が
平
成
23

年
10
月
21
日
に
、「
め
ぐ
ろ
パ
ー
シ
モ
ン
ホ

ー
ル
」
大
ホ
ー
ル
に
満
員
の
観
客
を
集
め
て

上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
三
国
志
」
は
誕
生
し
て
20
年
間
、

国
内
外
で
1
6
0
0
回
を
超
え
る
公
演
が
行

わ
れ
、
観
客
動
員
2
0
0
万
人
以
上
と
い
う

ロ
ン
グ
ラ
ン
を
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
脚
本
を
書
か
れ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス

私
の
個
展　

10
年

岩
井　

昌
代
（
昭
39
・
Ｄ
卒
）

　

こ
の
10
年
程
、
年
3
、
4
回
の
ペ
ー
ス
で
、

丸
の
内
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
ホ
ー

ム
グ
ラ
ン
ド
に
、
銀
座
、
日
比
谷
、
青
山
等

で
個
展
を
開
催
し
て
来
ま
し
た
。
思
え
ば
、

日
本
の
バ
ブ
ル
経
済
終
焉
と
同
時
に
私
の
個

展
活
動
は
始
ま
り
、
市
場
経
済
の
変
遷
を
肌

身
に
感
じ
な
が
ら
の
10
年
で
し
た
。

　

昨
年
夏
、
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
の

作
っ
て
あ
り
ま
す
。

使
っ
た
ソ
フ
ト
はExcel

、PhotoStudio

、

EasyPhotoPrint

、
読
取
革
命
な
ど
。
原
稿

の
内
容
は
ま
っ
た
く
自
由
で
す
が
誹
謗
中
傷

は
載
せ
ま
せ
ん
。
大
部
分
は
自
慢
話
で
す
。

な
か
に
は
悲
し
い
話
も
あ
り
ま
す
。
ペ
ー
ジ

に
は
写
真
、
絵
（
写
真
）
を
多
く
使
っ
て
い

ま
す
。

　

友
人
誌
は
、
自
分
と
友
人
た
ち
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
子
供
、
孫
た
ち
が
成
長
し
た
と

き
に
見
て

も
ら
え
る

と
い
う
大

き
な
意
義

が
あ
る
の

で
、
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ

作
ら
れ
る

こ
と
を
お

勧
め
し
ま

す
。

Ｍ
34
ク
ラ
ス
友
人
誌

「
暁
光
」
の
発
行
に
つ
い
て

関
川　
　

孝
（
昭
34
・
Ｍ
卒
）

　

都
立
工
芸
高
校
を
卒
業
し
て
50
数
年
、
70

に
近
づ
い
た
人
生
終
盤
に
入
っ
た
あ
る
時
、

何
か
自
分
の
人
生
を
記
録
、
保
存
し
て
み
よ

う
と
い
う
誰
で
も
考
え
る
こ
と
を
思
い
つ
き

ま
し
た
。

　

つ
い
で
だ
か
ら
、
自
分
一
人
で
は
な
く
、

連
絡
の
取
れ
る
同
級
生
皆
か
ら
原
稿
を
出
し

て
も
ら
い
、
友
人
誌
と
し
て
作
っ
て
み
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。

　

幸
い
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
ば
文
字
と
画
像

を
組
み
合
わ
せ
た
冊
子
が
比
較
的
簡
単
に
で

き
る
と
い
う
時
代
で
す
。
あ
と
は
友
人
か
ら

ど
れ
だ
け
原
稿
が
集
ま
る
か
危
惧
す
る
と
こ

ろ
で
し
た
が
、
幸
い
こ
の
提
案
に
ク
ラ
ス
の

友
人
が
大
い
に
賛
同
し
協
力
し
て
く
れ
た
の

で
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出

来
上
が
っ
て
見
る
と
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
ク
ラ
ス
の
仲
間
た
ち
が
ど
ん
な
人
生
を
お

く
っ
て
き
た
の
か
、
そ
の
一
端
が
わ
か
り
、

改
め
て
同
級
生
の
仲
間
を
再
認
識
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
お
れ
の
先
祖
は
藤
原
鎌

足
で
城
持
ち
大
名
だ
と
か
、
発
電
所
を
作
っ

た
と
か
、
ボ
ル
ネ
オ
で
ラ
ワ
ン
材
の
大
量
伐

採
を
し
た
な
ど
、
人
生
い
ろ
い
ろ
で
す
。
水

彩
画
、
短
歌
な
ど
も
い
い
で
す
ね
。

　

今
回
、第
2
号
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

体
裁
は
Ａ
5
版
、
一
人
あ
た
り
ほ
ぼ
Ａ
4

で
1
ペ
ー
ジ
、
Ａ
4
両
面
印
刷
、
中
綴
じ
で

34
回
目
の
個
展
を
最
終
に
、
暫
し
休
養
の
折
、

海
外
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
へ
誘
わ
れ
、
今
年
ス
イ

ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、
モ
ン
ト
レ
ー
、
バ
ー

ゼ
ル
、
上
海
、
パ
リ
に
出
展
し
て
い
ま
す
。

世
界
経
済
激
動
の
さ
中
、
海
外
市
場
へ
の
私

の
一
歩
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
い
か

な
る
体
感
を
得

ら
れ
る
か
、
興

味
ひ
く
と
こ
ろ

で
す
。

追悼公演チラシ

「花」スイス　バーゼル
ギャラリーブルーメインセール

「暁光」卒業50年記念号「暁光」第2号
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で
あ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。

　

 　

写
真
部
長
は
木
村
伊
兵
衛
氏
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
は
村
田
道
紀
、多
川
精
一（
共
に
昭

和
十
六
年
工
芸
印
刷
科
卒
）両
氏
が
い
た
。

④ 　

「
日
本
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
展
」
原
弘
。

日
宣
美
術
品
ポ
ス
タ
ー
、
一
九
五
九
年
。

⑤ 　

建
築
家
で
も
あ
る
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

の
ハ
イ
・
バ
ッ
ク
・
チ
ェ
ア
。
用
を
ほ
と

ん
ど
無
視
し
な
が
ら
も
、
垂
直
と
水
平
の

端
的
な
構
造
が
き
わ
め
て
近
代
感
覚
。

⑥ 　

原
弘
教
授
に
よ
る
ム
サ
ビ
で
の
授
業
風

景
（
一
九
六
四
年
）

　

『
図
録　

ム
サ
ビ
の
デ
ザ
イ
ン
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
教
育
で
た
ど
る
デ
ザ
イ
ン
史
』
発

行
：
武
蔵
野
美
術
大
学　

美
術
館
・
図
書
館
、

を
主
な
資
料
と
し
ま
し
た
。

注
： 

印
刷
科
（
現
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ツ

科
）、木
材
工
芸
科
（
現
、イ
テ
リ
ア
科
）

石
原
義
久
（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

　

 　

わ
が
国
に
お
け
る
広
告
雑
誌
の
草
分
け

的
な
存
在
。扉
に
は
「
廣
告
藝
術
の
誕
生
」

と
題
し
て
初
代
編
集
長
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
室
田
久
良
三
（
庫
藏
、
大

正
八
年
、
工
芸
木
材
工
芸
科
卒
）
が
ラ
ス

キ
ン
の
言
葉
「
廣
告
は
民
衆
へ
対
す
る
趣

味
の
一
般
的
レ
ベ
ル
を
高
め
る
た
め
の
藝

術
で
あ
る
」
を
引
用
し
て
、
企
業
活
動
に

お
け
る
商
業
広
告
の
展
開
を
祝
っ
て
歓
び

を
述
べ
て
い
る
。
わ
が
国
で
の
社
会
、
経

済
、
文
化
が
開
花
す
る
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム

を
予
見
さ
せ
る
斬
新
な
広
告
や
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

② 　

近
代
ポ
ス
タ
ー
の
路
線
を
敷
い
た
巨

人
、
Ａ
．
Ｍ
．
カ
ッ
サ
ン
ド
ル
の
代
表
作

「
北
極
星
号
」
一
九
二
七
年
。

③ 　

『
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
』
1
～
2
「
海
軍
号
」

東
方
社
刊
、
一
九
四
二
年
。

　
 　

原
弘
先
生
は
当
時
に
つ
い
て
「
一
九
四

一
年
、
二
十
年
に
わ
た
る
府
立
工
芸
の
つ

と
め
を
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
岡
田
桑

三
氏
が
財
界
か
ら
基
金
を
集
め
対
外
宣
伝

グ
ラ
フ
『
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
』
を
出
版
す
る
目

的
で
、
小
石
川
に
東
方
社
を
設
立
し
、
ぼ

く
は
そ
の
美
術
部
長
と
し
て
入
社
し
た
の

　

美
術
館
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
、
十
九
世
紀
以
降
の
世
界
の
ポ
ス
タ

ー
約
3
万
点
。
椅
子
約
3
5
0
脚
、
そ
の
他

に
玩
具
、
家
電
製
品
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
で
あ

り
、
開
館
を
記
念
し
て
平
成
23
年
6
月
か
ら

「
Ｗ
Ａ
：
現
代
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
と
調
和
の

精
神
、
世
界
が
見
た
日
本
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
」

と
「
ム
サ
ビ
の
デ
ザ
イ
ン
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
教
育
で
た
ど
る
デ
ザ
イ
ン
史
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

数
夛
い
展
示
品
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
原

先
生
と
工
芸
Ｏ
Ｂ
の
作
品
を
主
に
紹
介
し
ま

し
た
。

① 

『
廣
告
界
』
第
四
巻
、
新
年
号
、
表
紙
デ

ザ
イ
ン
、室
田
久
良
三
。誠
文
堂
刊
（
現
・

誠
文
堂
新
光
社
）
一
九
二
六
～
一
九
四
一

年
。

原
弘
先
生（
大
10
・
Ｐ
卒
）の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
切
っ
か
け

「
武
蔵
野
美
術
大
学

　

美
術
館
・
図
書
館
」
が
、

平
成
23
年
6
月
に
誕
生

　

日
本
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
近
代

化
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
原
弘
氏
は
、
大
正

十
年
の
府
立
工
芸
印
刷
科
卒
業
年
に
母
校
の

要
請
で
ひ
き
つ
づ
き
教
員
と
し
て
大
戦
の
始

ま
る
昭
和
十
六
年
ま
で
指
導
に
た
ず
さ
わ
っ

て
い
る
が
、
昭
和
十
年
か
ら
は
帝
国
美
術
学

校
（
現
・
武
蔵
野
美
術
大
学
）
の
講
師
も
務

め
、
戦
後
は
昭
和
二
十
七
年
よ
り
四
十
五
年

ま
で
教
授
を
務
め
ま
し
た
。

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
参
考
資

料
と
し
て
ム
サ
ビ
で
ポ
ス
タ
ー
の
収
集
が
始

ま
っ
た
の
は
昭
和
四
十
年
ご
ろ
の
こ
と
で
、

原
先
生
は
学
生
に
対
し
て
「
デ
ザ
イ
ン
と

は
、
決
し
て
技
術
だ
け
で
は
な
い
。
あ
る
い

は
表
現
だ
け
の
問
題
で
も
な
い
。
そ
の
背
景

に
潜
む
思
想
や
理
念
を
し
っ
か
り
押
さ
え
、

初
め
て
成
立
す
る
。
そ
し
て
社
会
性
を
持
つ

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
う
こ

と
を
常
々
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

①

③ ②

④

⑤⑥
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例
え
ば
コ
ー
ド
（
又
は
音
階
）
を
移
す
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
で
も
、
細
か
く
観
察
し
て
い
く

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
判
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
が
ら
演
奏
テ
ク
ニ
ッ

ク
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

私
は
下
手
の
横
好
き
で
他
に
も
い
ろ
い
ろ

な
趣
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
で
は
、

体
力
や
記
憶
力
の
低
下
な
ど
で
な
か
な
か
上

達
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ

う
な
捉
え
方
を
し
て
趣
味
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
、
楽
し
さ
も
一
段
と
増
す
こ
と
が
で
き

て
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

も
、
工
芸
で
学
ん
だ
お
か
げ
だ
と
い
つ
も
心

に
思
っ
て
い
ま
す
。

知
の
多
く
の
観
察
方
法
を
使
っ
て
そ
の
機
械

と
材
料
の
動
き
を
分
析
し
て
み
る
、
そ
れ
に

よ
っ
て
機
械
の
動
き
の
バ
ラ
ツ
キ
と
材
料
の

バ
ラ
ツ
キ
の
相
関
が
つ
か
め
、
加
工
さ
れ
た

材
料
の
バ
ラ
ツ
キ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
突
き
止

め
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
や
り
方
で
多
く
の
バ
ラ
ツ
キ
を

改
善
し
、
品
質
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
結
び
付

け
て
き
た
も
の
で
す
。

　

仕
事
を
離
れ
て
6
年
、
71
歳
に
な
っ
た
現

在
は
、
毎
日
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
在
職
中
は
、
仕
事
に
追
わ
れ
て
趣
味

を
楽
し
む
余
裕
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
現
在
は
、
特
に
若
い
こ
ろ
好
き
だ

っ
た
ハ
ワ
イ
ア
ン
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ウ
ク
レ
レ
の
演
奏
に
夢
中
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
楽
し
み
は
な
ん
と
言
っ
て
も
よ
い

音
色
を
だ
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
追

求
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
良
い
音
色
を
出
す

に
は
、
良
い
音
色
が
出
た
時
と
そ
う
で
な
い

と
き
の
違
い
を
見
つ
け
出
し
バ
ラ
ツ
キ
を
小

さ
く
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
の
私
の
観
察
結
果
か
ら
次
の
よ
う

な
こ
と
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
左

手
で
弦
を
押
さ
え
ま
す
が
、
そ
の
位
置
は
フ

レ
ッ
ト
か
ら
1.0
㎜
の
位
置
が
最
も
良
く
響
き

ま
す
。
こ
れ
よ
り
内
側
で
押
さ
え
る
と
音
に

伸
び
が
無
く
な
っ
て
い
き
ま
す
し
、
外
側
で

押
さ
え
る
と
音
が
わ
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
フ
レ
ッ
ト
上
の
弦
の
フ
レ
ッ
ト
に
か
か

る
圧
力
や
押
さ
え
た
指
と
フ
レ
ッ
ト
上
ま
で

の
距
離
が
、
響
き
に
は
大
変
重
要
だ
と
い
う

こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

工
芸
で
学
ん
だ
こ
と

肥
沼　

孝
明
（
旧
姓
若
尾
）

（
昭
34
・
Ｍ
卒
）

　

工
芸
を
卒
業
し
て
入
社
し
た
の
が
タ
イ
ヤ

会
社
で
し
た
。
工
芸
で
は
専
門
科
目
で
は
、

主
に
鉄
鋼
を
中
心
と
し
た
、
金
属
類
の
設
計

や
加
工
と
い
っ
た
こ
と
の
勉
強
を
し
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
タ
イ
ヤ
の
場
合
、
材
料
の

主
体
は
ゴ
ム
や
繊
維
で
あ
り
金
属
と
は
ま
っ

た
く
異
な
り
、
伸
び
縮
み
の
大
き
な
材
料
を

扱
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
れ
を

加
工
す
る
製
造
設
備
も
、
工
作
機
械
と
は
違

っ
て
特
殊
な
も
の
で
し
た
。
従
っ
て
工
芸
で

習
っ
た
そ
れ
ら
の
専
門
知
識
は
あ
ま
り
役
立

つ
も
の
は
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
力
学
や
数
学
、
物
理
と
い
っ
た

学
問
や
、
機
械
を
分
解
し
た
り
組
立
て
た
り

と
い
う
体
験
を
通
じ
て
、
な
に
ご
と
に
つ
け

細
か
く
観
察
し
て
も
の
ご
と
の
本
質
や
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
こ
と
を
追
求
し
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
は
自
然
と
培
わ
れ
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
製

造
工
程
に
お
い
て
、
モ
ノ
を
加
工
す
る
際
に

バ
ラ
ツ
キ
と
い
う
も
の
が
発
生
し
ま
す
。
そ

の
バ
ラ
ツ
キ
は
な
ぜ
発
生
す
る
か
を
追
求
す

る
場
合
、
加
工
す
る
機
械
と
材
料
の
動
作
を

で
き
る
だ
け
細
か
く
観
察
し
て
、
ど
の
よ
う

に
し
て
バ
ラ
ツ
キ
が
発
生
し
て
い
く
の
か
を

突
き
止
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
そ

れ
ら
の
動
き
の
観
察
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
で
、
厚
み
計
や
メ
ジ
ャ
ー
、
カ

メ
ラ
、
ビ
デ
オ
、
電
力
チ
ャ
ー
ト
等
々
、
既

平成23年夏 地域の演奏会で活躍中の筆者（右から２人目）
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生
が
、「
岩
田
正
全
歌
集
」
を
出
版
さ
れ
、

電
話
を
か
け
る
と
先
生
は
「
続
け
て
い
る
か

い
、
絵
を
」
と
。
昔
、
独
立
展
に
出
品
し
た

私
の
絵
を
都
美
術
館
へ
見
に
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
米
寿
を
迎
え
た
今
も
奥
様
と
歌
誌

「
か
り
ん
」
を
な
が
く
発
行
さ
れ
て
い
る
。

全
歌
集
と
前
後
し
、
第
9
歌
集
の
「
鴨か
も

鳴な

け

り
」
を
だ
さ
れ
、
お
元
気
で
す
。

　

継
続
は
力
な
り
と
先
生
の
声
が
す
る
。

─
娘
も
奈
良
の
風
景
に
向
き
合
い
、
誠
実

に
絵
を
描
き
続
け
れ
ば
良
い
。

娘
と
私

畔
上
八
寿
男
（
昭
42
・
Ｆ
卒
）

　

新
年
を
迎
え
る
と
在
奈
良
44
年
と
な
る
。

関
西
は
伝
統
と
前
衛
が
混
在
し
面
白
い
。
京

都
タ
ワ
ー
と
五
重
の
塔
が
共
に
あ
り
、
食
も

芸
能
も
新
旧
、
多
彩
で
四
季
を
通
じ
て
楽
し

め
る
。─
私
も
娘
も
絵
を
描
い
て
い
る
が
、

3
年
前
に
娘
は
結
婚
し
、
主
人
と
別
棟
に
い

る
。
毎
日
、
顔
を
合
わ
せ
る
が
絵
の
こ
と
で

特
に
力
を
貸
す
こ
と
も
な
い
。
東
京
の
白
日

会
に
奈
良
風
景
が
、
運
よ
く
連
続
し
て
入
選

し
て
い
る
。

　

昨
夏
、
私
の
学
級
担
任
で
あ
っ
た
岩
田
先

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

中
京
工
芸
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　

五
反
田　

稔（
昭
35
・
Ｍ
卒
）

◆
関
西
工
芸
会
の
集
い
◆

　

今
年
も
例
年
ど
お
り
11
月
3
日
（
文
化
の

日
）
京
都
駅
ビ
ル
内
「
塩
小
路　

楽
粋
」
に

て
『
関
西
工
芸
会
の
集
い
』
を
開
催
し
ま
し

た
。
関
西
在
住
の
Ｏ
Ｂ
6
名
の
ほ
か
母
校
・

築
地
工
芸
会
か
ら
荒
井
会
長
、
神
山
理
事
の

お
二
人
が
参
加
し
て
下
さ
り
、
総
勢
8
名
に

て
歓
談
の
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

毎
年
定
例
の
会
合
で
す
が
、
昭
和
10
年
代

卒
の
方
か
ら
平
成
卒
の
方
ま
で
、
幅
広
い
世

代
の
会
員
同
士
が
語
ら
い
、
情
報
交
換
す
る

場
は
「
工
芸
」
と
い
う
共
通
項
が
あ
れ
ば
こ

そ
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
止
ま
る
こ
と
な
く
、
よ
り
多
く
の
方
が

楽
し
く
参
加
さ
れ
る
場
で
あ
り
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

関
西
工
芸
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

丸
山　

士
郎（
昭
43
・
Ａ
卒
）

◆
48
回
中
京
工
芸
会
総
会
◆

　

名
古
屋
祭
り
の
真
っ
た
だ
中
、
10
月
16
日

㈰
13
時
～
名
古
屋
料
亭
「
大
森
」
に
て
中
京

工
芸
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
も
神
山
先
生
が
ご
来
名
頂
き
ま

し
た
。
当
会
の
出
席
者
は
10
名
で
し
た
が
、

正
に
「
老
若
男
女
」
の
集
い
で
し
た
。
特
に

今
年
は
井
上
京
子
さ
ん
（
旧
姓
今
泉　

Ｆ
50

年
卒
）
が
東
京
転
出
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

出
席
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
今
後
も
中
京
工

芸
会
の
名
簿
か
ら
は
、
消
さ
な
く
て
よ
い
と

い
う
こ
と
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

総
会
が
終
わ
っ
た
後
も
有
志
で
は
有
り
ま

し
た
が
、
神
山
先
生
共
々
「
カ
ラ
オ
ケ
」
で

20
時
過
ぎ
ま
で
、
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
「
節
目
の
50
回
」
の
総
会
の
こ
と
も
考

●
支
部
だ
よ
り

「第48回中京工芸会」総会

娘・稲満すみよの絵の前で

平成23年「関西工芸会の集い」

真空成膜法の一つスパッターを主に使用して半導体・FDP産業の
分野で仕事をしています。主な製品は液晶用大型ブランクス・
PDP用大型ブランクスと半導体用ブランクスです。

代表取締役　服部　功   全Ａ12（昭35）

〈本社工場〉〒253-0113  神奈川県高座郡寒川町大曲3-20-29
　　  TEL 0467-74-1935　FAX 0467-75-1131　URL:http://www.cst-h.com

〈江刺工場〉〒023-1101  岩手県奥州市江刺区岩谷堂字松長根30
　　  TEL 0197-35-6636　FAX 0197-35-0968

クリーンサアフェイス技術株式会社
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ー　

●
田
仲
晶
子
（
平
成
7
・
Ｄ
卒
）

デ
ザ
イ
ナ
ー  

●
君
島
昌
之
（
元
教
諭
）

東
京
純
心
女
子
大
学
客
員
教
授

じ
ゅ
く
年
！
〈
古
稀
〉
作
品
展

　

昭
和
34
年
都
立
工
芸
高
等
学
校
図
案
科
を

卒
業
し
、
古
稀
を
迎
え
た
同
級
生
13
名
の
作

品
展
で
す
。

　
　

西
葛
西
・
ネ
オ
ユ
ニ
ッ
ト
社
展
示
室

　
　

●
安
藤
良
子　

水
彩
画
・
抱
き
人
形

　
　

●
石
田
武
史　

年
賀
状
に
よ
せ
て

　
　

●
大
里
治
男　

世
界
ダ
ン
ス
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　

●
小
泉
由
美
子　

裂
き
織
り
・
半
巾
帯

　
　

●
小
林　

博　

子
供
神
輿
・
般
若
心
経

　
　

●
櫻
井
明
子　

句
集
・
歌
集
・
エ
ッ
セ
イ

　
　

●
佐
藤　

守　

子
供
向
商
品

　
　

●
杉
山
哲
三　

花
・
昆
虫

　
　

●
竹
村
敬
子　

版
画
工
芸

　
　

●
戸
塚
憲
吾　

『m
y 

塚
』

　
　

●
土
方
弘
克　

絵
本
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
集

　
　

●
福
田
栄
子　

テ
キ
ス
タ
イ
ル

　
　

●
山
田
喜
守　

マ
イ
ホ
ー
ム

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

●
飯
嶋
晶
子

（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）
ド
レ
ス
デ
コ
レ
ー

タ
ー
・
調
理
師　

●
西
山
弥
栄
子
（
昭

和
51
・
Ｄ
卒
）
踊
る
ヘ
ル
パ
ー　

●
村

雲
玲
子
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）
踊
る
ア
ロ

ハ
歯
科
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  

●
金
児
剛
夫

（
昭
和
58
・
Ｄ
卒
）
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー　

●
菊
地
和
浩
（
昭
和
58
・

Ｄ
卒
）
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
玩
具
デ
ザ

イ
ナ
ー　

●
松
原
伸
生
（
昭
和
59
・
Ｄ

卒
）
染
色
工
芸
家
●
大
竹
美
樹
（
昭
和

59
・
Ｄ
卒
）
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト  

●
佐
藤
弥
恵
子
（
昭
和
61
・
Ｄ
卒
）
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー　

●
瀧
山
幸
代
（
昭

和
61
・
Ｄ
卒
）
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー  

●
庄
司
美
子
（
昭
和
63
・
Ｄ
卒
）
都
立

総
合
芸
術
高
校
教
諭　

●
帆
足
宗
二
郎

（
昭
和
64
・
Ｄ
卒
）
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
請

負
人
？　

●
杉
原
由
美
子
（
平
成
4
・

Ｄ
卒
）
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
遠
藤
裕

美
（
平
成
5
・
Ｄ
卒
）
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー　

●
水
沢
あ
ゆ

み
（
平
成

6
・
Ｄ
卒
）

ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
・

グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ

お
と
な
の
工
芸
祭
2
0
1
1

　
　

 

～
東
京
都
立
工
芸
高
校
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
展

示
会
＆
イ
ベ
ン
ト
～

　
　

 

神
楽
坂
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
（
ア

ー
ト
ガ
レ
ー
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　

 

●
江
連　

誠
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー　

●
佐
藤
秀
男
（
昭
和

51
・
Ｄ
卒
）
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー　

●
永
井
裕
明
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）

　

次
の
方
々
の
個
展
・
出
品
等
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
個
展

第
4
回　

鋳
る　

戸
津
圭
之
介
展

 
（
昭
和
32
・
Ａ
卒
）

　
　

─H
IPPO

PO
T

A
M

U
S

─

Ⅱ

　
　

 

銀
座
・
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ム
サ
シ

福
本
晴
男
展
（
昭
和
35
・
Ｆ
卒
）

　
　

捨
て
木
に
生
を
刻
む　

そ
の
2

　
　

─
彫
刻
の
道
の
現
在
─　

　
　

 

隅
田
公
園

リ
バ
ー
サ

イ
ド
ギ
ャ

ラ
リ
ー

■�
校
友
活
躍
の
一
端�

■

■�

校
友
活
躍
の
一
端�

■

初日のオープンセレモニー

会場にて・土方氏、佐藤氏、小林氏

ic用各種タイバーカッター
各種専用機　設計製作

（有）神戸自動機製作所
代表取締役　神  戸  道  夫

定Ｍ13（昭36）

〒270-0156  千葉県流山市西平井1031-7
TEL.0471-59-6201  FAX.0471-59-5127  

◇
リ
ポ
ー
ト
◇
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武
蔵
野
市
民
文
化
祭　

美
術
展

　

武
蔵
野
市
民
文
化
会
館

長
谷
川　

裕
氏
（
昭
和
30
・
Ｄ
卒
）

奈
良
県
美
術
協
会
秋
季
小
品
展

　
　

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
上
三
奈

　
　

「
木
馬
の
詩
」
他
2
点

京
都
新
聞
チ
ャ
リ
テ
ィ
美
術
作
品
展

　
　

京
都
高
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

　
　

油
彩
「
パ
リ
に
て
」「
フ
ク
ロ
ウ
」

大
和
高
田
市
市
展

　

大
和
高
田
市
文
化
会
館

　
　

油
彩
「
月
光
不
二
」・
塑
造
「
鳥
の
詩
」

畔
上　

八
寿
男
氏
（
昭
和
42
・
Ｆ
卒
）

田
中　

照
一
氏
（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　
　

「
煌
め
く
草
原
」

春
山　

文
典
氏
（
昭
和
39
・
Ｆ
卒
）

　
　

「
風
の
祭
り
」

尾
澤　
　

勇
氏
（
昭
和
57
・
Ａ
卒
）

　
　

「
龍　

塊
」

東
京
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
ズ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

（
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）
主
催

「
ス
マ
イ
ル
」
展

　

銀
座
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｇ
８

南　
　

伸
坊
（
昭
和
42
・
Ｄ
卒
）

　

赤
ち
ゃ
ん
に
ほ
ほ
え
ま
れ
る
と
、
た
い
が

い
の
大
人
は
う
れ
し
い
と
思
う
。
赤
ち
ゃ
ん

は
、
ま
だ
頭
が
そ
れ
ほ
ど
は
た
ら
い
て
い
な

い
か
ら
、
そ
の
ほ
ゝ
え
み
は
、
お
あ
い
そ
や

作
り
笑
い
じ
ゃ
な
い
と
思
う
か
ら
だ
。
が
、

赤
ち
ゃ
ん
が
ど
う
思
っ
て
ほ
ほ
え
ん
で
い
る

の
か
、
そ
れ
は
ナ
ゾ
で
あ
る
。
何
も
考
え
て

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
オ
ト
ナ

は
、
ほ
ゝ
え
み
と
い
う
の
は
、「
気
持
の
あ

ら
わ
れ
た
笑
い
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の
ほ
ゝ
え
み
を
、
と
て

も
う
れ
し
が
る
の
で
あ
る
。

（
南　

伸
坊
氏
の
コ
メ
ン
ト
よ
り
）

◎
出
品

第
58
回
日
本
伝
統
工
芸
展

　

日
本
橋
三
越
本
店　

本
館
7
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◦
染
織

松
原　

伸
生
氏
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）

　
　

麻
地
長
板
中
形
着
尺
「
菱
入
り
斜
格
子
」

◦
金
工

田
口　

壽
恒
氏
（
昭
和
34
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

鍛
朧
銀
舟
形
面
取
鉢

桂　
　

盛
仁
氏
（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

殿
様
蛙
帯
留
金
具

大
沼　

千
尋
氏
（
昭
和
45
・
Ａ
卒
）

　
　

切
嵌
の
花
器
「
漲
」

木
村　

太
郎
氏
（
平
成
9
・
Ａ
卒
）

　
　

鍛
黄
銅
亀
甲
羅
鉢

◦
木
竹
工

須
田　

賢
司
氏
（
昭
和
48
・
Ｆ
卒
）

　
　

栃
拭
漆
嵌
装
小
箪
笥
「
水
光
接
天
」

第
43
回
日
展

　

国
立
新
美
術
館

◦
第
四
科
（
工
芸
美
術
）

中
村　

昌
子
氏
（
元
・
Ａ
科
教
員
）

　
　

「
風
の
ふ
た
り
」

関　
　

稔
氏
（
昭
和
25
・
Ａ
卒
）

　
　

「
旅
先
の
出
逢
い
0
1
1
」

原　
　

典
生
氏
（
昭
和
33
・
Ａ
卒
）

　
　

「
都
市
の
神
話
」

■�

校
友
活
躍
の
一
端�

■

「月から写メール」

●プレス標準金型 ●自動選別機
●クリーンパンチ ●精密治工具

株式会社

タクモス精機
取締役  相談役  川  上  哲  男
　　　　　　　　 定Ｍ13（昭36）  

〒369-1211
埼玉県大里郡寄居町赤浜1174-3

TEL.048-582-2271

〒277-0814　千葉県柏市正連寺90　
TEL.0471-33-0471  FAX.0471-33-0475

●プラスチック製品の
　　　　企画・開発・設計・製造

株式会社  新　上
取締役会長　曽我部　上

全Ａ7（昭30）

シ ン　　ジョウ
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前
回
の
会
報
1
5
3
号
以
後
、
本
会
宛
正
式

に
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
方
々
は
、
次
の
皆
様

で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

（　

）
内
は
逝
去
さ
れ
た
日
で
す
。

橋
本　

幸
男
氏　

元
Ａ
科
教
師
（
23
・
10
・
23
）

小
郷　
　

斌
氏　

昭
12
・
Ｐ
卒
（
23
）

中
村　
　

清
氏　

昭
13
・
二
Ｍ
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
23
・
7
・
2
）

渡
辺　

敏
男
氏　

昭
14
・
Ａ
卒
（
23
・
8
・
20
）

斎
藤　
　

浩
氏　

昭
17
・
Ｐ
卒
（
23
・
8
・
14
）

岩
崎　
　

清
氏　

昭
17
・
Ａ
卒
（
23
・
5
・
24
）

中
島　

明
生
氏　

昭
20
・
Ｐ
卒
（
23
・
4
・
11
）

関
口　

雄
康
氏　

昭
21
・
Ｍ
卒
（
23
・
11
・
5
）

石
川　
　

渉
氏　

昭
24
・
Ａ
卒
（
22
・
8
）

河
村　
　

誠
氏　

昭
25
・
Ｍ
卒
（
23
・
10
・
22
）

宮
原　

次
郎
氏　

昭
28
・
Ｐ
卒
（
21
・
2
・
21
）

溝
口　

丹
吾
氏　

昭
28
・
Ｐ
卒
（
21
・
8
・
16
）

清
水　
　

栄
氏　

昭
28
・
Ｐ
卒
（
22
・
12
・
18
）

木
野
本
克
明
氏　

昭
28
・
Ｐ
卒
（
23
・
6
・
1
）

森　
　

浩
治
氏　

昭
28
・
Ｐ
卒
（
23
・
8
・
20
）

後
藤　
　

務
氏　

昭
28
・
Ｐ
卒
（
23
・
11
・
22
）

中
島　

五
郎
氏　

昭
31
・
Ａ
卒
（
23
・
9
・
2
）

土
屋　
　

茂
氏　

昭
32
・
Ｆ
卒
（
22
・
6
・
30
）

安
藤　

嘉
宏
氏　

昭
33
・
Ｐ
卒
（
23
・
6
・
18
）

高
村　

克
哉
氏　

昭
34
・
Ｆ
卒
（
23
・
7
）

江
澤　

勝
昭
氏　

昭
38
・
Ｐ
卒
（
23
・
11
・
15
）

竹
内　
　

光
氏　

昭
43
・
Ａ
卒
（
23
・
10
・
26
）

●
昭
和
50
年
全
日
制
Ｐ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

平
成
23
年
9
月
3
日　

土
曜
日
、
水
道
橋

工
芸
高
校
の
目
の
前
の
ビ
ル
。和
食
「
え
ん
」

さ
ん
に
て
、
11
時
半
よ
り
ク
ラ
ス
会
を
、
行

い
ま
し
た
。

　

台
風
が
近
づ
い
て
お
り
、
朝
か
ら
、
は
ら

は
ら
し
て
い
た
も
の
の
、
ど
う
に
か
の
お
天

気
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
担
任
の
吉
村
先

生
の
77
才
の
喜
寿
の
お
祝
い
を
兼
ね
て
の
ク

ラ
ス
会
で
、
と
て
も
た
の
し
み
に
し
て
お
り

ま
し
た
、
先
生
も
元
気
に
参
加
し
て
頂
き
ま

し
て
、
40
年
前
の
、
や
か
ら
に
も
ど
っ
て
、

大
さ
わ
ぎ
、
大
い
に
語
り
、
大
い
に
、
の
み

あ
い
ま
し
た
。

　

時
間
の
た
つ
の
も
、わ
す
れ
る
ほ
ど
で
す
。

次
回
は
、
先
生
の
、
80
才
の
お
祝
い
に
、
あ

つ
ま
る
こ
と
を
、
約
束
し
て
お
わ
か
れ
し
ま

し
た
。
い
つ
ま
で
も
、
先
生
、
お
元
気
で
！！

 

（
菅
野　

敬
子
）

と
し
て
祝
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

（
鈴
木
規
尹
）

●
辰
巳
会
（
昭
和
23
・
24
年
第
二
本
科
卒
）

　

今
年
は
上
野
で
9
月
9
日
に
開
き
ま
し

た
。
今
年
の
出
席
者
は
、
写
真
左
か
ら
、
青

柳　

宏
（
Ｍ
科
）、
大
谷
義
隆
（
Ｐ
科
）、
田

代
智
隆
（
Ｍ
科
）、
高
浜
東
洋
（
Ａ
科
）、
志

田
英
雄
（
Ｍ
科
）、
名
倉
祥
一
（
Ｍ
科
）
の

6
名
で
し
た
。 

（
高
浜
東
洋
）

●
昭
和
23
年
本
科
Ｍ
科
卒
忘
年
会

　

昭
和
23
年
Ｍ
科
卒
の
忘
年
会
を
芝
浦
「
牡

丹
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
で
、
12

月
の
第
1
月
曜
日
に
決
め
て
い
ま
す
が
、皆
、

81
歳
の
高
齢
な
の
で
少
な
い
人
数
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
卒
業
時
の
同
級

生
は
、
40
人
で
し
た
。

 

（
下
山
田
信
一
郎
）

●
三
十
五
機
会
（
昭
和
20
年
本
科
Ｍ
科
卒
）

　

こ
の
度
の
震
災
の
影
響
で
、
延
期
し
て
十

一
月
二
十
一
日
開
催
と
な
っ
た
平
成
二
十
三

年
度
ク
ラ
ス
会
は
、
原
宿
の
東
郷
神
社
境
内

に
あ
る
「
ク
ラ
ブ
水
交
」（
連
続
六
回
目
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
は
、
新
井　

宏
・

蛯
名
省
三
・
酒
寄
昇
一
・
庭
屋
建
二
・
堀
井

良
夫
・
松
本
敏
明
・
鈴
木
規
尹
の
七
名
で
し

た
。
ビ
ー
ル
3
本
、
ワ
イ
ン
2
本
と
は
、
予

想
外
の
少
量
で
し
た
が
、
話
題
は
多
摩
川
原

の
グ
ラ
イ
ダ
ー
訓
練
か
ら
学
校
工
場
、
江
戸

川
農
場
作
業
に
ま
で
及
び
三
時
間
近
く
、
会

話
の
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
日
は
大
安
吉
日
で
、
東
郷
神
社
で
数
組
の

結
婚
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
慶
事
に
は
縁
遠
く
な
り
ま
し
た
が
、
我
々

の
ク
ラ
ス
会
を
「
長
寿
ク
ラ
ス
会
」
の
慶
事

●
ク
ラ
ス
会

訃
報

お
詫
び

　

「
こ
う
げ
い
№
1
5
3
」
の
訃
報
に
掲
載

の
芳
賀
義
男
氏
の
科
・
卒
年
・
逝
去
日
が
間

違
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
て
、
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

正
し
く
は
左
記
の
通
り
で
す
。

芳
賀　

義
男
氏　

昭
36
・
Ｆ
卒
（
23
・
8
・
6
）

三十五機会（昭和20年本科M科卒）

辰巳会（昭和23・24年第二本科卒）

昭和23年本科M科卒忘年会

昭和50年全日制P科卒クラス会
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優
良
賞　

2
年　

神
谷
諒
、青
山
は
る
か
、

佐
藤
翔
子
、
松
葉
七
海
、
吉
岡
理
士

　

イ
ン
テ
リ
ア
部
門

　

優
秀
賞　

2
年　

神
谷
諒
、

　

 

優
良
賞　

3
年　

小
野
達
哉
、
中
村
多
美

子
、
荒
川
弘
憲
、
2
Ｉ
荒
井
律
香
、
岩
崎

史
歩

●�

第
6
回
全
国
若
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

（
木
材
加
工
職
種
）　

　

3
位　

3
年　

片
山
聡
美

●�

第
4
回
高
校
生
の
建
築
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
イ

デ
ア
コ
ン
ペ

　

文
の
部
門

　

最
優
秀
賞　

2
年　

佐
藤
翔
子

●�

第
23
回
丹
波
の
森
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ
（
兵
庫
県
知
事
賞
）

　

3
年　

高
橋
泉

　

優
秀
賞
（
丹
波
市
議
会
議
長
賞
）

　

3
年　

浅
倉
憩
、
阿
部
央
歩
、

●
東
京
都
建
築
系
高
校
生
作
品
展

　

ポ
ス
タ
ー
部
門

　

Ｕ
Ｉ
Ａ
東
京
大
会
開
催
記
念
特
別
賞

　

3
年　

小
寺
美
有
、
1
年　

関
な
つ
み

　

Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞

　

3
年　

細
谷
佳
永
、
中
村
多
美
子

　

優
秀
賞　

3
年　

荒
川
弘
憲

　

佳
作　

3
年　

浅
倉
憩

　

製
図
部
門

　

最
優
秀
賞　

3
年　

荒
川
弘
憲

　

優
秀
賞　

3
年　

小
野
達
哉

　

家
具
部
門

　

最
優
秀
賞　

3
年　

片
山
聡
美

　

審
査
員
特
別
賞　

3
年　

日
吉
加
奈

　

建
設
模
型
部
門

　

審
査
員
特
別
賞　

3
年　

竹
内
大
生

　

Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞　

3
年　

佐
野
賢
司

　

佳
作　

3
年　

雨
内
日
向
子

●
基
礎
製
図
検
定
合
格　

2
年　

28
名

G
R

A
P

H
IC

 A
R

T
S

●
第
15
回
全
国
着
物
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

　

京
都
市
長
賞　

3
年　

佐
野
ゆ
り
香

　

全
国
染
連
合
会
賞　

3
年　

会
田
芙
美
子

　

金
賞　

3
年　

長
谷
川
舞

　

銀
賞　

3
年　

後
藤
芙
由
子

　

 

入
選　

3
年　

安
齋
歩
、
木
村
円
香
、
矢

作
恭
子
、
溝
口
優
希
、
高
橋
成
穂
、

●
全
日
本
山
岳
写
真
展
（
高
校
生
の
部
）　

　

入
選　

2
年　

鈴
木
希
咲
、

●�

東
京
都
教
育
の
日
（
標
語
部
門
、
高
校
生

の
部
）

　

最
優
秀
賞　

1
年　

和
田
彩
乃
、

　

優
秀
賞　

1
年　

松
下
明
莉

●�
Ｉ
Ｐ
Ａ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル

　

韓
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
振
興
院
賞

　

3
年　

石
鍋
未
来

　

ト
レ
ン
ド
マ
イ
ク
ロ
賞

　

3
年　

久
保
木
菜
摘

●
川
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

特
別
賞　

1
年　

鶴
岡
若
葉

　

 

努
力
賞　

1
年　

小
林
花
恋
、
2
年　

李

瑞
希
、
新
井
詩
織
、
3
年　

会
田
芙
美
子

●
道
の
あ
る
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

銅
賞　

2
年　

西
野
茉
莉
花

　

努
力
賞　

1
年　

井
上
真
帆
奈

　
　
　
　
　

3
年　

飛
田
智
世

●
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

特
別
審
査
員
賞　

2
年　

鈴
木
希
咲

　

入
選　

1
年　

小
林
花
恋

　
　
　
　

3
年　

木
村
円
香

●
ヤ
マ
ザ
キ
学
園
動
物
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

優
秀
賞　

1
年　

東
里
香

　

入
選　

1
年　

曽
田
萌

●
未
成
年
者
喫
煙
防
止
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞　

3
年　

居
林
未
季

　

優
秀
賞　

3
年　

伊
藤
有
美

　
　
　
　
　

2
年　

平
塚
祐
里
絵
、
佐
藤
郁

●�

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク

　

佳
作　

3
年　

仲
三
河
諒

●
第
9
回
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

佳
作　

1
年　

小
林
花
恋

　

特
別
賞　

3
年　

木
村
円
香

●�

第
10
回
未
成
年
者
飲
酒
防
止
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞　

2
年　

斉
藤
な
つ
み

　

優
秀
賞　

3
年　

後
藤
芙
由
子

　

佳
作　

3
年　

岩
崎
珠
海
、
矢
作
恭
子

全
日
制

A
R

T
 C

R
A

FT

● 

平
成
23
年
度
東
京
都
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル�

　

文
京
区
最
優
秀
賞　

2
年　

大
塚
結
生

●
基
礎
製
図
検
定
合
格　

2
年　

20
名

M
A

C
H

IN
E

 C
R

A
FT

●
危
険
物
取
扱
者
乙
種

　

第
1
類　

合
格　

12
名

　

第
2
類　

合
格　

1
名

　

第
3
類　

合
格　

1
名

　

第
4
類　

合
格　

25
名

　

第
5
類　

合
格　

2
名

　

第
6
類　

合
格　

2
名

●
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
師
合
格　

　

 

2
年　

櫻
井
太
郎
、
佐
々
木
彩
、
中
島
玲

香
、
長
谷
川
要
、
緑
川
凌
、
皆
川
希

　

 

3
年　

北
嶋
勇
斗
、
木
村
宗
一
郎
、
工
藤

隼
己

●
計
算
技
術
検
定
3
級
合
格　

1
年　

11
名

●
基
礎
製
図
検
定
合
格　

2
年　

26
名

●
色
彩
検
定
3
級
合
格　

1
名

●
漢
字
検
定
2
級
合
格　

1
名

IN
T

E
R

IO
R

●
第
4
回
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト　

　

ク
ラ
フ
ト
部
門

　

最
優
秀
賞　

2
年　

岩
崎
史
歩

母
校
だ
よ
り
1

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
者
・
成
績
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特
別
講
演
会

『
モ
ノ
の
デ
ザ
イ
ン
、

　
　

コ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
』

デ
ザ
イ
ン
科
Ｏ
Ｂ
講
演
会　

　

平
成
23
年
12
月
9
日
㈮

　

都
立
工
芸
高
等
学
校
１
Ｆ
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　

講
師
：
佐
野　

邦
雄
氏
（
昭
和
32
・
Ｄ
卒
）

　

デ
ザ
イ
ン
科
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
協
力
の

下
、
毎
年
期
末
考
査
後
の
時
期
に
Ｏ
Ｂ
講
演

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
デ
ザ
イ
ン
現
場
の
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
を
お
招
き
し
、

在
校
生
に
対
し
て
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
知

識
と
意
欲
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
現
役
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
る

先
輩
の
、
佐
野

　

邦
雄
氏
に
工

芸
時
代
か
ら
今

日
に
至
る
ま
で

の
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
デ
ザ
イ

ン
科
の
１
年
生
か
ら
３
年
生
に
加
え
保
護
者

も
何
人
か
参
加
し
、 

約
１
３
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

佐
野
さ
ん
の
生
き
生
き
と
し
た
お
話
に
、

生
徒
も
私
た
ち
も
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
　

都
立
工
芸
高
校
デ
ザ
イ
ン
科
科
長

川
人　
　

武

　

書
道
部
門　

銅
賞　

3
年　

小
林
直
人

　

写
真
部
門　

銅
賞　

3
年　

中
島
千
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
年　

松
岡
冴

●
東
京
建
設
系
高
校
生
作
品
コ
ン
ペ

　

工
芸
部
門

　

最
優
秀
賞　

4
年　

岡
村
理
子
、

　

審
査
員
特
別
賞　

4
年　

川
本
容
子

　

優
秀
賞　

4
年　

平
松
る
い

　

佳
作　

4
年　

新
垣
裕
子

　

ポ
ス
タ
ー
部
門

　

審
査
員
特
別
賞　

3
年　

松
岡
冴

●
第
20
回
パ
ソ
コ
ン
利
用
技
術
検
定
合
格　

　

2
年　

遠
藤
紬
生
、
景
山
友
理
、
加
藤
栞
、

　
　
　
　

策
恵
実
、
須
田
花
菜
美

●
危
険
物
取
扱
者
乙
4
種
合
格

　

2
年　

坂
口
光
、
4
年　

橋
本
涼
太
郎

─
部
活
動
報
告
（
定
時
制
）

剣
道
部

　

平
成
23
年
度
東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟

　

定
時
制
通
信
制
春
季
剣
道
大
会

　

ベ
ス
ト
16
全
国
大
会
強
化
選
手
選
抜

　

3
段　

昇
段　

1
Ｇ　

仁
藤
悠
大

●
平
成
23
年
度　

卒
業
制
作
展

●
日
時　

平
成
24
年

　
　
　
　

3
月
3
日
㈯
～
5
日
㈪

　
　
　
　

9
：
00
～
17
：
00

●
場
所　

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社　

　
　
　
　

秋
葉
原
庁
舎

 

第
１
・
第
2
展
示
室

　
　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
秋
葉
原
駅　

徒
歩
１
分
）

＊ 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
後
輩
の
勉

強
の
成
果
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
平
成
23
年
度
8
0
2
0
運
動
ポ
ス
タ
ー

　

優
秀
賞　

3
年　

岩
崎
珠
海　

岩
崎
珠
海

　

入
選　

3
年　

小
川
由
幸

●
都
電
荒
川
線
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部　

沿
線
名
物
店
賞

　

1
年　

笹
川
あ
か
り
、
3
年　

小
川
由
幸

●
2
0
1
1
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
グ
ラ
ン
プ
リ

　

中
高
生
ク
ラ
ス
静
止
画
部
門
入
選

　

3
年　

小
川
由
幸
、
矢
作
恭
子

D
E

S
IG

N

●
か
わ
さ
き
産
業
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
2
0
1
1

　

高
校
生
部
門 　

　

優
秀
賞　

3
年　

南
野
麻
由 

　

ア
イ
デ
ア
賞　

3
年　

大
畑
藍 

　

奨
励
賞　

3
年　

澤
田
柊
子
、
関
あ
ゆ
み 

　

入
賞　

3
年　

川
浦
有
稀

●�

日
本
書
道
美
術
院
主
催�

第
56
回
全
国
競
書

大
会　

　

全
日
本
書
道
連
盟
賞　

2
年　

江
崎
好
絵 

●�

平
成
23
年
度
東
京
都
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル�

　

東
京
都
優
秀
賞

　

2
年　

佐
々
木
絵
麻
、　

呉
鳳
倫 

　

1
年　

石
居
沙
良
、　

牧
野
玖
美
、

　
　
　
　

芳
中
早
百
合

定
時
制

●�

第
62
回
東
京
都
立
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
課
程
芸
術
祭
展
示
部
門

　

美
術
部
門　

銅
賞　

2
年　

志
村
聡

●
2
0
1
1
年
度
「
工
芸
祭
」

　

平
成
23
年
10
月
29
日
㈯
～
30
日
㈰
母
校
に

お
い
て
2
0
1
1
年
度
「
工
芸
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
は
悪
天
候
に
見

舞
わ
れ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
が
、
2
0
1
1
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ご

父
兄
や
工
芸
高
校
を
目
指
す
中
学
生
の
親
子

等
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た

（
来
場
者
：
5
6
9
0
名
）。

　

公
募
作
品
大
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
ポ
ス
タ
ー
・
Ｄ
Ｍ

　

全
3
Ｄ
・
大
橋
い
く
み

★
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

全
3
Ｇ
・
長
谷
川
舞

★
記
念
バ
ッ
ジ

　

全
3
Ｇ
・
宮
本
ゆ
う
か

母
校
だ
よ
り
2

講演会での佐野 邦雄氏

お
詫
び

　

№
1
5
3
の
母
校
だ
よ
り
で
、
生
徒
氏
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

M
A

CH
IN

E CRA
FT

　

●
計
算
技
術
検
定

　

3
級
合
格

（
正
）
2
年　

片
平
穂
乃
夏
・
長
谷
海
里

（
誤
）
2
年　

片
岡
穂
乃
夏
・
長
谷
川
海
里
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